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（方法） 12 週齢メスの DAP12 欠損マウスを計 72 匹，対照として C57BL/6 マウスを計 72 匹
使用した．右脛骨骨幹部に閉鎖骨折を作成し，骨折後 7～28 日目の X 線像（各群 6 匹）および
骨折後 14 日目のマイクロ CT 像（各群 6 匹）により放射線学的解析を行った．骨折後 7～28 日
目のアルシアンブルー染色組織像（各群 6 匹），骨折後 14 日目の TRAP 染色組織像（各群 6 匹）
および骨折後 3 日目の抗 F4/80 免疫染色像（各群 6 匹）により組織学的解析を行った．Real-time 
PCR を用いて骨折後 3～5 日目の Tnf, Il1b, Il6 の遺伝子発現（各群 6 匹）および骨折後 5～14
日目の Col1a1, Col2a1, Col10a1 の遺伝子発現（各群 6 匹）を解析した． 
（結果） X 線像では両群とも骨折後 14 日目から骨癒合がみられ始め，21 日目に全例で骨癒合




Real-time PCR では，DAP12 欠損マウスで骨折後 3～5 日目における炎症性サイトカイン Tnf
の発現が減少しており，骨折後 5 日以降において仮骨内の骨形成マーカーである Col1a1 および
軟骨形成マーカーである Col2a1 と Col10a1 の発現が遅延していた． 
（考察） DAP12 欠損マウスで炎症期における Tnf の発現低下およびマクロファージの細胞密度
に低下がみられ，組織像および real-time PCR で軟骨仮骨の形成に遅れがみられたことから，
DAP12 を介するシグナルが炎症期および軟骨形成期の誘導作用をもつことが示唆された．
DAP12 欠損マウスでは仮骨の皮質骨外殻形成に低下がみられ，DAP12 が線維性骨から層板骨へ
のリモデリングを誘導する役割があると考えられた． 
（結論）DAP12 は骨折治癒においてマクロファージおよび破骨細胞へ作用し，炎症期から軟骨
（書式１２） 
形成期の治癒過程を誘導し，仮骨のリモデリングを促進する． 
 

